
組合事務所閉所について 
○8月 11日(火)～14日(金)夏季休業 

○9月 2日(水)一日 書記局会議のため 

事務所を閉めさせていただきます。ご不便をおか

け致しますが、何卒よろしくお願いいたします。 
 

一人で 100筆集める“チャレンジャー”登録も

秋の拡大月間に向けた支部活動者会議 
［とき］8月 23日(日)10：00～12：00頃 

［ところ］本部会館 ［参加］支部役員・分会

役員・群の役員・活動家(組合員、役員でなく

ても) ［内容］「みんなで創ろう共生の社会

を」講師：岸松江弁護士（東京法律事務所） 

土建国保と仲間の健康を守る運動の強化を 
①厚労省宛ての予算要求はがきにご協力下さい。 

1人はがき 4枚 1シートを目標に取り組みます。 

②健康診査を全ての仲間（組合員・家族）が受診し

ましょう。東京土建国保の受診率ＵＰが必要です。 

★江戸川橋診療所・代々木病院の日曜日・夜間健診

も活用しながら、すべての仲間(組合員と家族)が年

度 1回受診するように呼びかけを強めて下さい。 

★事業所でまとめて土建国保提携外医療機関で受

診している場合は事業所健診補助制度にご申請を。 

③今年度は就業実態調査が実施されています。補助

率に関わる重要な必須の手続きとなります。対象と

なっている方で未提出の方はご提出をお願いいた

します。ご不明な場合は支部までご連絡下さい。 

 

8 月はお休みです 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

群会議の話題 
無料法律相談会 

申込みは組合まで℡０３（３３６２）２１６１ 

10 月 19 日（金） ／ 11 月 20 日（火）  

 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３話でご予約下さい。 

No350 号（2018 年 10 月 10 日）  東京土建新宿支部 

群会議の話題 
無料法律相談会 

申込みは組合まで℡０３（３３６２）２１６１ 

8 月はお休みです  ／  9 月 18 日（金） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

時間は 13：30～16：00（一コマ 30 分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３３話でご予約下さい。 

No372 号（2020 年 8 月 10 日）  東京土建新宿支部 

引き続きコロナのご相談は組合へ！ 
コロナの影響で、収入や売上が減少して困って

いる組合員の個別相談に全力をあげています。

刻々変わる公的制度の最新情勢などを踏まえ、

手続きのお手伝いなど相談対応を行っていま

す。☆支部事務所へご相談下さい。 

以下の公的な給付金制度もご活用下さい。 

「家賃支援給付金」（事業に掛る地代・家賃） 

［対象］5月～12月の売上減少が、1カ月で前

年同期比 50％以上または、連続する 3カ月で前

年同期比 30％以上の場合。 

［給付額］支払賃料の 2/3、給付月額の 6カ月

分。法人最大 600万円、個人事業最大 300万円 

7月 14日～オンラインで受付開始しています。 

「東京都家賃等支援給付金」（国の支給上乗せ） 

個人事業者は家賃総額(37.5万円以下)の 1/12 

中小企業等は家賃総額(75万以下)の 1/12 

3カ月分。受付は、8月中旬から、オンラインと

郵送で受付開始、都のＨＰをご覧ください。 

「東京都 感染予防対策実施支援」(受付 8/31まで) 

パーテーションや換気設備等の設置工事 

備品購入(サーモグラフィー等) 

2/3を補助、上限 50万、申請下限額 10万円 

 

コロナ関連の 3つ署名に取り組みます 

集中的・大々的なご協力をお願います 

（1）新宿区長宛「ＰＣＲ検査の抜本的拡充と情

報公開を求める要望書」署名(8月に集中的に) 

（2）東京都知事宛「現場従事者へのＰＣＲ検査

実施の体制強化 予算支援を求める緊急要請」 

（3）内閣総理大臣宛「新型コロナウイルス感染

症による国民生活と建設中小零細事業者の経営

を守るために具体的な対策を求める署名」 

【厚生年金算定基礎届標準報酬決定

通知書提出のお願い】 届け出後に、日本

年金機構から送られてきます。書類が届きま

したら支部までＦＡＸ（03-3362-2289）をお

送り下さい。お願いいたします。 

コロナと熱中症両方の対策を！  
今年は、コロナ対策と合わせた熱中症対策

が重要です。熱中症は、なる前の予防対策が

重要です。熱中症の症状は、目まいや立ちく

らみなどの軽度のものから、ひきつけや意識

を失う重度、最悪の場合、死に至ることもあ

ります。まめな水分補給と十分な睡眠と休養

で疲労に負けない体づくりが必要です。仕事

中の熱中症の治療には労災保険が使用できま

す。また、ゼネコン現場等で対策が不十分な

事例があれば、組合へ情報をおよせください。 

★空調服の組合員特別価格での斡旋もありま

す。 （5）■■
す。


